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●聖徳太子ゆかりの太子町 

● お問い合わせ先 ● 
泉大津市都市整備部まちづくり政策課 

ＴＥＬ：０７２５－３３－１１３１ 

　太子町は、町名に由来する聖徳太子と深いつながり

がある町です。そこで今回は、聖徳太子が生前、最期

の地として選び、自らつくったとされる墓を今なお守

護し見守る叡福寺とその界隈をご紹介します。 

□叡福寺 

　わが国初の女帝、推古天皇が聖徳太子の墓を守るた

めに創建したといわれ、その後、織田信長による兵火

で焼失、江戸時代に再建されて現在の姿となりました。

境内には、国の重要文化財である聖霊殿や多宝塔など

の建造物をはじめ、聖徳太子ゆかりの貴重な仏教美術

を収める宝蔵もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□聖徳太子御廟 

　叡福寺の一番奥、小さな森の中程に聖徳太子のお墓

はあります。直径50ｍほどの円墳で、内部には横穴式

石室があり、母の穴穂部間人、妃の膳郎女がともに葬

られており、三骨一廟と呼ばれ、長きにわたり信仰を

集めています。 

□太子・和みの広場 

　叡福寺の東側に位置するふれあいと交流の広場です。

野外ステージを備え、聖徳太子絵伝のレリーフや石棺

などの遺跡ゾーンでは、歴史を身近に親しんでいただ

けます。毎月第３日曜には、まちの活性化を目指した

住民有志の手づくりによる「たいし聖徳市」という青

空市が開催され、特産品の販売などが好評です。 

□景観計画の策定 

　叡福寺の周辺は、歴史の重みを感じさせるまちなみ

が続いており、町のランドマークでもある二上山と一

体的な景観を形成しています。そして、漆くいの白壁

家屋が軒を連ね、敷地内に施された植栽の緑と調和の

とれた眺望が今もなお残っています。そのため、町の

総合計画においてもまちの「顔」にふさわしく、人が

集い、にぎわいのある空間と位置づけ、周辺地区の整

備に取り組んでいくこととしています。 

　現在、景観法に基づき、景観計画を策定し、とくに

叡福寺周辺地区を景観計画区域と定め、地元住民によ

る「叡福寺周辺まちづくり協議会」との協働のもと、

歴史的景観や周辺のまちなみ景観、そして、府道美原
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▼お問い合わせ先▼ 
太子町総務部政策室 
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　「紀州街道」の海側に、これと平行して通る通称

『浜街道』があります。この地区では各時代の町家

建築が多く残され、歴史的街道として泉大津市の貴

重な文化資産となっています。 

　江戸時代から漁業・農業のかたわら真田紐を生産

し、明治にかけては家内制手工業を確立、毛布発祥

の地として、その後の毛布産業の素地をつくりあげ

ます。 

　また、大正・昭和にかけては織屋、酒屋、煙草屋、

風呂屋、散髪屋、畳屋、魚屋、八百屋等の商店が軒

をつらね中心街として発展してきた、歴史的なまち

なみを残します。 

　私達は、この伝統あるまちなみを残そうと『浜街

道まつり』を実施しています。地域住民のみならず

市内外の多くの人にも、浜街道周辺の歴史的なまち

なみや文化の保全にかけるまちづくり活動について

より深く関心をもってもらうことで、浜街道保全活

動の意識がより一層高まり、地域コミュニティの活

性化と浜街道の景観保全につながることを期待して

います。今年も５月２５日に第７回浜街道まつりを

開催いたします。 

　歴史的家屋や倉庫を借用し、地域住民の手作りで、

懐かしの生活民具展、町家説明、スタンプラリー、

子供昔遊び（ビー玉、べーゴマ、おじゃみ、折り紙

等）、街角ギャラリー、アート＆クラフト展や手作

りショップ出店販売、ミュージックストリート等の

催し物を行なっています。 
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